
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

はり師 ② 15人 15人

人 きゅう師 ② 15人 15人

人 心肺蘇生法（BLS） ③ 28人 28人

おもてなしマスター検定 ③ 31人 31人
###

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

11 名 14 ％

東京メディカル・スポーツ
専門学校

平成20年8月1日 関口　正雄
〒134-0088
東京都江戸川区西葛西３－１－１６

（電話） ０３－５６０５－２９３０

（別紙様式４）

令和２年７月１日※１
（前回公表年月日：令和元年9月30日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦
〒134-0084
東京都江戸川区東葛西６－１６－２

（電話）

医療 医療専門課程 鍼灸師科（午後コース）
平成29年文部科学省

告示第22号
ー

学科の目的 鍼灸治療を通じて、スポーツの関わる仕事もできる鍼灸師を養成する。

０３－５８７８－３３１１
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0 450
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼
2655 1545 480 180

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
各科目について中間試験（５０点満点）と期末試験（５０点満
点）の合計（１００点満点）でＡからＦの６段階評価を行う。

90人 75名 0名 8名 13名 21名

長期休み

■学年始：4月1日～4月7日
■夏　季：8月5～8月28日
■冬　季：12月21日～1月9日
■学年末：3月12日～3月31日

就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

卒業・進級
条件

【卒業】本校所定の課程を修了し、卒業判定会議に合格した
者に卒業を認める。ただし、柔道整復師科、鍼灸師科に関し
ては、実技認定試験（認定実技審査）の合格も要件とする。
【進級】試験の成績、平素の学習状況、出席状況等を総合評
価し、該当科目の修了の認定を学校長が行う。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 各種スポーツサークル活動（野球・サッカー・バレーボール

等）・江戸川区行事へのボランティア参加最初の個別相談・指導は担任が行う。チームとして関わること
が原則で学科長と教務部長と情報を共有し問題などを解決す
る。教務以外の学費や学生生活なども各部署で相談、解決を
する。

■サークル活動： 有

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和2年5月1日 時点の情報）

■就職指導内容
個人面談・企業説明会・受験前の個人指導

■卒業者数 15
■就職希望者数
：

14

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
治療院・トレーナー派遣会社・スポーツチーム （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 93
■その他
・進学者１ 名

年度卒業者に関する

■就職者数
：

14 人

（令和元

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した
内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、そ
れぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、
留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者と
はしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学状
３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同
時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修
成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
学科、学年ごとにモチベーションを維持するようなプログラム（導入教育・スポーツ大会）を実施している。また学園としてカウンセリング専門部署
を設け、学生の心のケアもしている。進路変更を希望する学生に対し、学園グループ内で他校との連携を取り、費用面などにつ優遇制度があ
る。

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：有
※有の場合、制度内容を記入

入学時に特待生試験を実施し、上位者に授業料を減免している

■専門実践教育訓練給付：給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

2年生3名・3年生3名（合計6名利用）

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：有
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構　平成３０年３月
http://www.hyouka.or.jp/n-hkekkafiles/h30-05-tokyomedicalsports.pdf

中途退学
の現状

経済的支援
制度

平成31年4月1日時点において、在学者80名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者69名（令和2年3月31日卒業生を含む）
■中途退学の主な理由

基礎学力不足による目的意識の喪失（進路変更）や経済的理由による

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.tokyo-medical.ac.jp/course/sinkyu-study/

■中途退学者 ■中退率
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https://www.tokyo-medical.ac.jp/course/sinkyu-study/
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種別

②
②
③

（年間の開催数及び開催時期）

【臨床実習について】
〇各学年の目標を具体的に設定してほしい。細かな知識・技能の設定が必要。見学実習に関しても具体的に何を見て学
ぶかを設定しないとただ立っているだけの見学になってしまう。⇒再度学科で検討
〇スポーツ現場の実習は入れた方が良いと考える。治療院内での雰囲気とスポーツ現場での雰囲気は全然違う。スポー
ツ現場に行き鍼灸の効果を見て欲しい。⇒キャリアセンターと連携して実習先を増やしたい。
〇卒業生を付属施術所で卒後研修生として受け入れることも考えては如何でしょうか。⇒研修生としての受け入れを検討
する。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年６月１０日　１３：３０～１５：３０
第２回　令和元年１０月２４日　１３：３０～１５：３０
（令和２年度）　７月１０日　１３：００～１５：００

令和2年5月1日現在

名　前 所　　　属 任期
古島　昭博 滋慶学園　常務理事 2020.4.1～2022.3.31
関口　正雄 東京ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｽﾎﾟｰﾂ専門学校　学校長 2020.4.1～2022.3.31

東京ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｽﾎﾟｰﾂ専門学校　教務部長 2020.4.1～2022.3.31
形本　祐子 東京ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｽﾎﾟｰﾂ専門学校　事務部長 2020.4.1～2022.3.31

引網　善久 株式会社　Lehua 2019.4.1～2021.3.31

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回開催（６月・１０月）

１０月２２日（予定）

印南　秀 東京メディカル・スポーツ専門学校　鍼灸師科学科長

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

企業・業界の求める知識・技術が教育課程に反映されるように業界の動向に関して情報交換を行い、教育課程の改善お
よび改定を定期的に実施することを目的とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本校の教育課程編成委員会は理事会のもと設置され（添付教育課程編成委員会規定参照）、委員会の適切な運営は理
事長が担保することになっている。また学校運営においては教務組織規定において、「委員会での審議を通じて示された
企業等の要請その他の情報、意見を充分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施するにふさわしい教育課程の
編成に努める」ことが明記され、この定めに従い、委員会を運営している。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

古屋　栄治 一般社団法人日本東洋医学医療安全委員会・公益社団法人日本鍼灸学会スポーツ鍼灸委員会 2019.4.1～2021.3.31

2020.4.1～2022.3.31
櫻庭　陽 国立大学　筑波技術大学保健科学部附属東西医学統合医療センター 2019.4.1～2021.3.31

松川　勝吉 東京ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｽﾎﾟｰﾂ専門学校　事務局長 2020.4.1～2022.3.31
舘脇　康郎



臨床実習Ⅰ

実際の現場で実習を行ない、患者や選手とのコミュニケー
ションを行なうことを目的とする。見学実習を中心に、ス
ポーツ施設・イベント、他の医療機関などを含め、鍼灸治
療がどのように行われているかを学習する。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校の学校コンセプトである「医療＋スポーツ」に基づき、多彩なスポーツ関連の企業と連携を図り、柔道整復師をスポー
ツ業界に活かすために、基本の「生命」の考え方や治療マインドを身に着けることを方針としている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

外部実習先の実習指導者は、学校協会が行う臨床実習指導者講習会を受講し、終了後東京都に申請し修了認定を受け
た者のみ指導を行うことができる。さらに臨床実習を行う前に臨床実習指導者会議を行い、学校が考える実習の到達目
標・実習方針等を確認し伝えている。実習中学生は、デイリーノート・実習ケースレポートを記入し、指導者に提出しコメン
トをいただいている。また実習期間中に本校専任教員が訪問し、学生に面談するとともに、指導者にヒヤリングを行い、改
善などあればその場で学生に伝える。実習終了後は、評価表、出欠表を学校に提出いただきデイリーノートとともに総合
的に判断し最終評価を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅰに引き続き、実際の現場で実習を行ない、施
術補助を行なうことを目的とする。付属鍼灸院や外部の鍼
灸院を中心に鍼灸治療を実践的に学習する。鍼灸治療を
目の前で学び、また、補助に入ることで治療の流れ、患者
対応を実践的に学んでいく。

㈱クラシオン・㈱F．C．C・㈱ケッズ
グループ・あさひろ鍼灸接骨院グ
ループ（他８社）※治療院数７０施

設

㈱クラシオン・㈱F．C．C・㈱ケッズ
グループ・あさひろ鍼灸接骨院グ
ループ（他８社）※治療院数７０施

設



研修名「東洋療法学校協会学術大会」（連携企業等：公益社団法人　東洋療法学校協会）」
期間：２０１９年１０月１１日（金）　　　　　　対象：専任教員３名
内容：大会テーマ「明日への扉　－あはきの未来－」
（教育講演）演題「循環器医療のFuturability」　大阪大学大学院医学系研究科教授　澤達先生
（特別講演）「慢性呼吸器疾患の実臨床における東西医学のコラボレーション」滋慶医療科学大学院大学教授・国立病
院機構刀根山病院臨床研究部　前倉先生

研修名「JESC教育分科会医療教育部鍼灸チーム研修・会議」（連携企業等：JESC教育分科会医療教育部会鍼灸チー
ム）
期間：２０１９年１０月２６日（土）　　　　　　対象：専任教員１名
内容：広報・教育・就職に関わる全般（国家試験に対する取り組み等）

研修名「JESC認定実技審査会」（連携企業等：滋慶教育科学研究所）
期間：２０１９年１０月１９日（土）　　　　　　対象：専任教員１名
内容：卒業実技試験の報告と次年度に向けた課題（教育力向上のため）

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「東洋療法学校協会学術大会」（連携企業等：公益社団法人　全国東洋療法学校協会）
期間：２０２０年１０月９日（金）　【中止】　　　　　対象：専任教員３名

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学園の定める教職員規定において、教員の授業内容・教育技法の改善並びにクラス運営方法向上、マネジメント能力を
含む指導力の向上と専攻分野の実務知識を含む授業力の向上を目的としています。令和元年度においては、専攻分野
における実務に関する教員研修をFD（ファカルディ・デベロップメント）活動と位置づけ、年一回の研修への参加を推進し
ました。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「東洋療法学校協会特別公演」（連携企業等：公益社団法人　東洋療法学校協会）
期間：２０１９年３月３１日（日）　　　　対象：専任教員２名
内容：「専門学校の現状～高大接続改革への対応」「専門学校の実力　大学改革は他人事か」（カリキュラム編成および
商品イノベーションに関わる内容）

研修名「JESC認定実技会議」（連携企業等：滋慶教育科学研究所）
期間：２０１９年５月２５日（土）　　　　　　対象：専任教員１名
内容：年度実施の実技試験内容決定（教育力向上のため）

研修名「東洋療法学校協会教員研修会」（連携企業等：公益社団法人　全国東洋療法学校協会）
期間：２０２０年８月２７日（木）～２８日（金）　【中止】　　　　　対象：専任教員５名
内容：はり師、きゅう師養成課程に関わる事項

研修名「東洋療法学校協会広報委員会」（連携企業等：公益社団法人　東洋療法学校協会）」
期間：２０１９年５月２０日（月）　　　　　　対象：専任教員１名
内容：はり師・きゅう師養成課程のおける広報について（養成課程アドミッションポリシーに適った人材確保とキャリア教
育の構築）

研修名「東洋療法学校協会研修会」（連携企業等：公益社団法人　東洋療法学校協会）」
期間：２０１９年８月６日（火）～７日（水）　　　　　　対象：専任教員４名
内容：（教育講演）「ペップトーク『やる気を引き出す魔法の言場』岩崎由純先生
（特別講演）「統合医療と地域活性」朝霧高原診療所院長の山本竜隆先生ヘルスツーリズム、学校協会模擬試験の作
成について（はり師・きゅう師養成課程に関わる事項）

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「JESC認定実技会議」（連携企業等：滋慶教育科学研究所）
期間：２０２０年３月２８日（土）　【中止】　　　　対象：専任教員１名
内容：年度実施の実技試験内容決定（教育力向上）

研修名「JESC教育分科会医療教育部会鍼灸チーム研修・会議」（連携企業等：JESC教育分科会医療教育部会鍼灸チー
ム）
期間：２０２０年３月２８日（土）　【中止】　　　　　　対象：専任教員１名
内容：広報、教育、就職に関わる全般（国家試験対策に対する取り組み等）



種別
卒業生
保護者
高等学校
地域
業界関係
業界関係
業界関係

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標・育成人材像
（２）学校運営 運営方針・事業計画・運営組織・人事・給与制度・意思決定システム

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め、学校の利害関係者の学校運営の理解促進や連携協力に
よる学校運営の改善を目的とし、自己点検・評価の結果は学校法人滋慶学園情報公開規定に基づき学校内外に開示す
るものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 施設・設備等・学外実習・インターシップ等・防災・安全管理
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動・入学選考・学納金
（８）財務 財務基盤・予算・収支計画・監査・財務情報の公開

（３）教育活動 目標設定・教育方法・評価等・成績評価・単位認定等・資格・免許取得の指導体制他

（４）学修成果 就職率・資格・免許の取得率・卒業生の社会的評価
（５）学生支援 就職等進路・中途退学への対応・学生相談・学生生活・保護者との連携・卒業生・社会人

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
○卒業研究発表会などを実施しているか。発表の内容を検討してみてはどうか。
⇒昨年度も同じ課題をいただいたがまだ新しい試みは、できていない。学習成果の確認ということでは視点を少し変えて
みる必要があると考えている。次年度以降検討してみる。
○卒業生の動向確認が必要ではないか。
⇒就職して2～3年のキャリアを就職先と共同して確認する。そのことにより、業界が今求めている技術や知識をカリキュラ
ムなどに反映できるようにしたい。
○成績上位者の学費支援はできないか。
⇒予算の都合などがあり、なかなか難しい。今、国が動いている「高等教育等の無償化」などを確実に対応できるようにし
たい。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和２年５月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 関係法令・設置基準等の遵守・個人情報保護・学校評価・教育情報の公開
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献・ボランティア活動
（１１）国際交流

牛込　公一 有限会社ディー・シー・ティー 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）

藤野　浩一郎 一般社団法人ＴＭＧ本部 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）

山本　洋美 2020年4月1日～2022年3月31
日（2年）真板　竜太郎 木更津総合高等学校 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）沼倉　英里 行船管理有限会社 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）

髙井　豊 社会医療法人社団森山医会 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）宇梶　義男 ムーヴアクション株式会社 2019年4月1日～2021年3月31
日（2年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.tokyo-medical.ac.jp
公表時期：令和２年９月１日



http://www.tokyo-medical.ac.jp

・開校の目的 
・建学の理念   
・学校の沿革 
・学校長略歴・ご挨拶  

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（９）学校評価
・自己点検、自己評価　　

・学校設備状況

・就職サポート

・学費サポートシステム

・卒業後の進路（主な就職先）
（３）教職員 ・代表教員の紹介

・就職支援の取り組み

（２）各学科等の教育

・各科の別、修業年限、入学定員
・教育目標・教育システム　
・教育スケジュール　　
・取得目標資格　

（４）キャリア教育・実践的職業教育

（５）様々な教育活動・教育環境

・キャリア教育への取り組み

・教育活動

（６）学生の生活支援

・主なサポートシステム
・医療、健康サアポート
・住環境サポート

（７）学生納付金・修学支援

（１１）その他 ・災害時避難の対応
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・監査報告、貸借対照表、収支計算書、財産目録

・学校関係者評価の議事録
（１０）国際連携の状況

・学生納付金情報

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
評価委員会は、自己点検・評価結果の客観性・透明性を高め、学校の利害関係者の学校運営の理解促進や連携協力に
よる学校運営の改善を目的とし、自己点検・評価の結果は学校法人滋慶学園情報公開規定に基づき学校内外に開示す
るものとする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

・各科の養成目的

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）学校の概要、目標及び計画

・基本情報 

http://www.tokyo-medical.ac.jp/
http://www.tokyo-medical.ac.jp/
http://www.tokyo-medical.ac.jp/
http://www.tokyo-medical.ac.jp/
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1 基礎演習 読解とプレゼンテーションを学ぶ。 1 30 2 ○ ○ ○

1
コミュニケー
ションスキルⅠ

コミュニケーションの基礎を学ぶ。 1 30 2 ○ ○ ○

1
コミュニケー
ションスキルⅡ

おもてなしについて学ぶ。 1 30 2 ○ ○ ○

1 保健体育Ⅰ テーピングの基礎を学ぶ。 1 60 4 ○ ○ ○

1 保健体育Ⅱ 身体の運動について学ぶ。（放送大学) 1 30 2 ○ ○ ○

1 栄養学 栄養学の基礎を学ぶ。（放送大学) 1 30 2 ○ ○ ○

1 解剖学Ⅰ 人体構造の基礎について学ぶ。 1 60 2 ○ ○ ○

1 解剖学Ⅱ 人体構造の基礎について学ぶ。 1 60 2 ○ ○ ○

1 解剖学Ⅲ 人体構造の基礎について学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1 生理学Ⅰ 人体機能を詳細に学ぶ。 1 90 3 ○ ○ ○

1 生理学Ⅱ 人体機能を詳細に学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1 生理学Ⅲ 人体機能を詳細に学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1 解剖生理学 神経・感覚器系について学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1 運動学 運動学の基礎を学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程鍼灸師科午後コース）
分類

授業科目名 　授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



1
衛生学・公衆
衛生学

健康の保持、予防医学の重要性を認めさせ衛
生・公衆衛生の分野について学ぶ。

1 60 2 ○ ○ ○

1 病理学概論 疾病・循環・病変・炎症について学ぶ。 2 60 2 ○ ○ ○

1 臨床医学総論 診断学について学ぶ。 2 60 2 ○ ○ ○

1
臨床医学各論
Ⅰ

感染症・消化管疾患・肝・膵疾患・呼吸器疾患・内
分泌疾患について学ぶ。

2 60 2 ○ ○ ○

1
臨床医学各論
Ⅱ

整形外科疾患・血液・造血器疾患・リュウマチ疾
患・その他の領域について学ぶ。

3 60 2 ○ ○ ○

1
リハビリテー
ション医学Ⅰ

リハビリテーションの基礎を学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1
リハビリテー
ション医学Ⅱ

リハビリテーションの各論について学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1 医療概論 医学の成り立ちについて学ぶ。 1 30 1 ○ ○ ○

1 関係法規 あはきおよび医療の法規について学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1
保険の仕組と
職業倫理（集
中）

保険の仕組と職業倫理について学ぶ。 2 15 1 ○ ○ ○

1
経絡経穴概論
Ⅰ

経絡経穴の意義・流注・取穴法について学ぶ。 1 60 2 ○ ○ ○

1
経絡経穴概論
Ⅱ

経絡経穴の意義・流注・取穴法について学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1
東洋医学概論
Ⅰ

東洋医学の基礎を学ぶ。 1 90 3 ○ ○ ○

1
東洋医学概論
Ⅱ

東洋医学の基礎を学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1 東洋医学特論 東洋医学を詳細に学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1
基礎はり学・基
礎きゅう学

はり術、きゅう術の基礎を学ぶ。 1 30 1 ○ ○ ○

1
はりきゅう治効
理論

はりきゅうの治効理論について学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○



1
東洋医学臨床
論Ⅰ

東洋医学的な治療各論、鍼灸治療について学
ぶ。

2 60 2 ○ ○ ○

1
東洋医学臨床
論Ⅱ

治療各論・スポーツ医学における鍼灸治療につい
て学ぶ。

3 60 2 ○ ○ ○

1
東洋医学臨床
実践

東洋医学を応用し中医学を中心に学ぶ。 3 60 2 △ ○ ○ ○

1
特殊鍼灸療法
学

特殊な鍼灸治療について学ぶ。 3 30 1 △ ○ ○ ○

1
古典・経絡治
療学（集中）

日本の伝統鍼灸を学ぶ。 3 30 1 △ ○ ○ ○

1
病態生理学
（集中）

疾病における鑑別を学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1
触擦解剖Ⅰ
（集中）

身体のランドマークを学ぶ。 1 30 1 △ ○ ○ ○

1
触擦解剖Ⅱ
（集中）

身体観察よりはりきゅう応用につなげる。 2 30 1 △ ○ ○ ○

1
はきの適応診
断学

鍼灸臨床における鑑別診断を学ぶ。 3 30 1 〇 ○ ○

1
社会あはき学
Ⅰ

現代社会における鍼灸師の役割を学ぶ。 1 30 1 〇 ○ ○

1
社会あはき学
Ⅱ

現代社会における鍼灸師の役割を学ぶ。 2 30 1 〇 ○ ○

1 基礎はり実技 施術上の注意、はりの基礎技術について学ぶ。 1 60 2 〇 ○ ○

1 基礎きゅう実技 施術上の注意、きゅうの基礎技術について学ぶ。 1 60 2 ○ ○ ○

1 応用はり実技
各疾病の病態生理を理解し、はり実技について
学ぶ。

2 60 2 ○ ○ ○

1
応用はりきゅう
実技

様々なきゅう施術を学ぶ。 2 60 2 ○ ○ ○



1
認定実技
(OSCE)Ⅰ（集
中）

臨床実習に向けて必要な知識技術を学ぶ。 2 30 1 ○ ○ ○

1
認定実技
(OSCE)Ⅱ

鍼灸臨床における技術を学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1
臨床はりきゅう
実技

エビデンスを基にした鍼灸治療について学ぶ。 3 60 2 ○ ○ ○

1 スポーツ鍼灸 スポーツ傷害と鍼灸治療について学ぶ。 3 60 2 ○ ○ ○

1
実践はりきゅう
実技

患者を想定した実践的な実技を学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1 臨床実習Ⅰ 施設で臨床実習を行なう。 2 90 2 ○ ○ ○ ○ ○

1 臨床実習Ⅱ 施設で臨床実習を行なう。 3 90 2 ○ ○ ○ ○ ○

1
総合基礎（集
中）

座学・実技の内容を総合的に学ぶ。 1 30 1 ○ ○ ○

1
総合学習（集
中）

座学・実技の内容を総合的に学ぶ。 2 60 2 ○ ○ ○

1
総合スポーツ
演習Ⅰ

鍼灸師に必要なスポーツ傷害を総合的に学ぶ。 2 60 2 ○ ○ ○

1
総合スポーツ
演習Ⅱ（集中）

鍼灸師に必要なスポーツ傷害を総合的に学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

1 総合基礎特講
総合的に基礎科目について学び鍼灸臨床と結び
つける。

3 60 2 ○ ○ ○

1 総合臨床特講
総合的に臨床科目について学び鍼灸臨床と結び
つける。

3 30 1 ○ ○ ○

1
卒業演習（集
中）

座学・実技の内容を総合的に学ぶ。 3 30 1 ○ ○ ○

　　　60科目
### 94

合計 2655単位時間(    94単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

本校所定の課程を修了し、卒業判定会議に合格した者に卒業を認める。ただし、
柔道整復師科、鍼灸師科に関しては、実技認定試験（認定実技審査）の合格も要

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 30週

（留意事項）


